
 
2011/5/25 山形文化遺産防災ネットワークの文化財レスキュー活動への支援について 

 

2011年 5月 27日 
【経緯】 

東日本大震災における文化財レスキュー活動に対して、新潟県立歴史博物館（県博）ならびに新潟

市歴史博物館（市博）では支援リスト（「文化財レスキューの支援体制について」）を新潟歴史資料救

済ネットワーク（新潟資料ネット）経由で発表し、関係団体に通知した。これに対して新潟資料ネッ

トを通じて山形文化遺産防災ネットワーク（山形ネット）から文化財レスキューに必要な物資の支援

要請があった。県博・市博は共同で、2011 年 5 月 25 日に山形ネットが物資保管場所として協力を得た

山形県立米沢女子短期大学並びに山形大学の２カ所に輸送した。 
 

【支援の流れ】 

※以下の、支援要請及び支援内容の連絡調整はメールで行った 
5 月 14 日 山形ネットから新潟資料ネットへ梱包材・養生材等の物資支援の打診。 

新潟資料ネットから２館に支援の検討要請 
5 月 18 日 山形ネットより新潟資料ネット経由で支援の日程・輸送先の候補提示 
5 月 20 日  山形ネットより新潟資料ネット経由で支援物資の種類・数量の提示（別紙） 
5 月 21 日 輸送日程が 5月 25日に確定。トラック（2tロングアルミバン）手配 
5 月 25 日 県博・市博各 1 名で物資を山形県立米沢女子短期大学・山形大学へ輸送 

 

【物資について】 

レスキュー現場において、被災資料の輸送などに多量の梱包・養生材が必要とされている。特に水損

著しい資料に凍結処理を施し、あるいは応急処置を終えた資料を保管する際に、規格のそろった多量の

収納容器が作業・収納両面での効率化のため必要である。一度凍結に用いた箱は再利用できず、定型的

な段ボール箱の需要は緊急かつ切実という。 
支援物資の具体的な利用先は未確定であるが、山形ネットで預かり、現地調査や本出動など各資料ネ

ットが関わる資料救済活動や、現地主体の救済活動へ供給される予定である。 
 

【今後に向けて】 

館単独での物資支援には限りがあるが、今回の支援を契機として、現場で活動している資料ネットと

連絡を取り合い、現場で必要とされる多様な支援内容を関係団体へ知らせ、支援の拡大と最適化に寄与

することが必要と考える。 
 

 

新潟県立歴史博物館  田辺 幹 

新潟市歴史博物館   森 行人 



 

2011/5/25 山形文化遺産防災ネットワークへの支援物資リスト 

 

 品名    サイズ（無記載は mm）   数量   

□文書箱(大型)    470×350×250   200 

□ダンボール箱(美№1)   460×380×440   20  

□ダンボール箱(美№2)   500×550×500   20  

□ダンボール箱(日通L)   350×680×350   20 

□ダンボール箱(日通S)   350×350×350   20 

□巻きダンボール(無地)   1200×50M    4 

□巻エアキャップ    1200×42M    4  

□巻クラフト紙   1200×50M     1  

□巻クラフト紙(ラミネート） 1200×50M    1  

□ガムテープ        10  

□ビニールシート        2  

□パナプレート        20  

□エタノール   500ml     2  

 

 

※上記を山形県立米沢女子短期大学・山形大学へ分配  
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